
2020 年度 一般社団法人室内環境学会 第 1 回通常理事会議事録 

  

日 時：2019 年 11 月 22 日（金）15:00～17:00 

場 所：（株）静環検査センター 6 階 会議室 

出席者 

理事：関根嘉香（理事長）、山口 一、篠原直秀、三宅祐一、鍵 直樹、水越厚史、徳村雅弘 
 監事：野口美由貴 

事務局：橋本一浩（事務局長）、萬羽郁子（会計）、中島大介、色摩 操 

 欠席：一條佑介、Tin Tin Win Shwe、小沼ルミ 

 

 本理事会は総理事数 9 名のうち過半数である 8 名が出席していることから、定款第 34 条により成立し

た。また同第 33 条により、本理事会の議長は関根理事長が務めた。 

 
議事次第： 
１．2019 年度第 2 回通常理事会議事録 → 承認された。 

 
２．2019 年度決算報告 
  萬羽会計より 2019 年度第 7 期会計決算が報告された。2019 年度は 170 万円強の黒字との説明がされ、承

認された。 

 

３．2019 年度会計監査報告 
  野口監事より 2019 年度会計監査について、活動状況及び予算執行状況は適性であると報告された。なお

付帯意見として、年度を跨いでの送金があり明細記録が判りにくい通帳があったと指摘され、次年度は改善

することで一致した。 

 

４．2019 年度事業報告 
 橋本事務局長より 2020 年度事業報告について説明があった。 

 

５．各委員会報告 
学術委員会：篠原委員長より、研究助成金の募集・決定、学生懇談会の実施、賞の検討など例年通りの活

動を行ったと報告された。また、各分科会についても活発な活動を行われたと報告された。

一方、活動の停滞している分科会もあるとの指摘があり、成果が無ければ今期で終了しても

いいのでは、との意見も挙がった。 
  出版委員会：徳村委員長より、2019 年度は例年通りの活動で計 3 号の学会誌を発刊したとのこと。また、

J-stage に掲載していない記事を学会 HP に掲載できないか、との意見が挙がり、広報委員

会とともに検討していくこととなった。 

  標準法認定管理委員会：鍵委員長より、2019 年度も例年通りの活動だったと報告された。会員１名から

相談のあった案件については大きな動きはまだ無いとの事。 

事業委員会：山口委員長より、例年通り、講演会の開催、協賛依頼の審議などを行なったと報告があった。

また、次年度より講演会の演者に学会誌への論文投稿(解説や技術資料など)を促したいとの

提案があり、了承された。 

広報委員会：水越委員長より、HP 更新・管理、ニューズレター配信、チラシ作成、学術大会 HP の作成



など例年通りの活動を行なったと報告があった。 

社会連携委員会：三宅委員長より、例年通り、国内企業や海外団体との情報交換を行ったとの報告があっ

た。また、学術大会における国際シンポジウムの準備を着々と進めており、台湾・韓国・ミ

ャンマーからの演者招待が正式に決まったとのこと。 

  各地方支部：資料に基づき、出席理事から報告があった。 
 
６．室内環境学会永年賞 
  関根理事長より表彰法人会員（壁紙工業会）について報告があった。 
 

７．平成 30 年室内環境学会学術大会 大会長奨励賞   
  関根理事長より口頭発表受賞（A-07「身体活動が生体発散物質放散量および知覚空気質に与える影響 そ
の 1 知覚空気質評価」對馬聖菜、酒井健太、村上 航、伊藤滉彩、田辺新一、及び A-11「日本人小児のハウ

スダスト摂食量の推計」高木麻衣、磯部友彦、岩井美幸、中山祥嗣）について報告があった。 
 
８．2019 年度室内環境学会査読者賞 

  関根理事長より査読者賞の受賞者（川﨑たまみ会員、中島大介会員）について報告があった。本件は評議

員へ諮問し、異論が無いことを確認済みのため、関根理事長によって決定された。 
 

９．2019 年度室内環境学会賞・論文賞 

  関根理事長より学会賞・論文賞（「分配動態モデルを用いたハウスダスト中の SVOC 濃度の推算」青木幸

生、小島直也、東海明宏、22(2)：145-157、及び「パッシブサンプリングによる室内空気中の 2-エチル-1-ヘ
キサノール, テキサノールおよび TXIB の測定方法」石坂閣啓、川嶋文人、森彩乃、濵田典明、22(2)：167-
176）について報告があった。本件は評議員会へ諮問し、異論が無いことを確認済みのため、関根理事長に

よって決定された。 

 
１０．2019 年室内環境学会学術大会 

2019 年室内環境学会学術大会の準備状況について三宅大会長より説明があった。開催場所は沖縄自治会

館、期間は 2019 年 12 月 4～7 日を予定し、順調に準備が進んでいるとのこと。また、25 周年記念イベン

ト(ランチョンセンミナー、軽食配布)の協賛企業を募集したところ、東京ダイレック(株)および柴田科学(株)
から申込があったとのこと。 

  
１１．2019 年度室内環境学会研究助成金 

篠原学術委員長より、2019 年度研究助成金に 3 件の応募があり審査を行ったと報告があった。うち 1 件

を助成対象として採用することにしたが、個人口座への入金は不適切ではないかとの意見が挙がった。後日、

篠原委員長と橋本事務局長で助成対象者と打合せ、入金先を検討することになった。 
 
１２．その他 
 ・事務局より 2019 年 10 月～2019 年 11 月の新規入会者が報告された。 

・会員動向として、2019 年 11 月 22 日時点で正会員 365 名、法人会員 52 社（団体）、学生会員 85 名、シ

ニア会員 9 名であると報告された。 
・名誉会員の横山榮二先生がご逝去されたと報告があった。 
・橋本事務局長より、前回理事会にて改訂した「会員と種別と権利の表」（事務局管理）に一部誤りがあっ



たとして、訂正があった。 
 

以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

署名欄 

    関根嘉香 印      

   山口 一 印      

    篠原直秀 印      

    水越厚史 印      

 鍵 直樹 印      

    三宅祐一 印      

 一條佑介 印      

    Tin Tin Win Shwe 印      

 

 


